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延岡市は宮崎県北部に位置し、商工業の拠点都市として、公共事業、企業誘

致事業、宅地開発事業等が進んでいます。

これらの開発事業に並行して、多 くの文化財が永遠にその姿を消して去って

います。その破壊される文化財は、私たちの祖先が残 してくれた古代人の知恵

であり、未来におけるより良い生活のための基礎ともなる重要な意義をもつも

のです。また、これらの文化財は国の宝であると共に、私たち市民の宝である

ことを忘れてはなりません。

本書が、学術研究の資料としてではなく、社会教育、学校教育の分野にも活

用されるとともに、文化財保護啓蒙の一助となることを願う次第です。

最後になりましたが、発掘調査にあたって、宮崎県文化課、延岡市土地開発

公社、延岡市地域開発課、地権者の方々など関係各位のご理解とご協力に深甚

の謝意を表します。

平成 4年 3月

延岡市教育委員会

教育長 松 坂 数 男
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本書は、延岡市土地開発公社による企業誘致用地造成に伴い、延岡市教育委員会が事前

に発掘調査を実施 した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

発掘調査は、山田聡が担当し、平成 3年 6月 24日 ～29日 まで実施 した。

プラントオパール分析については、古環境研究所にお願いした。

本書に使用 した遺物の実測、 トレース、図面の作製については、甲斐佳代、敷石サヨ子、

高橋京子、山田があたった。

本書の執筆及び編集は、山田があたった。
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I は じ iめ に

調査に至る経緯

延岡市街地から北へ約 6珊に位置する差木野町一帯は、昭和18年の水害で大きな被害を受

け、その時に多量の弥生土器が出上 したことから、広 く周知の遺跡として知 られている。

平成元年 12月 22日 、延岡市企業誘致推進室長から延岡市差木野町6170番地外42筆 において、

工場用地造成に伴う文化財の有無についての依頼があった。市教育委員会では、開発予定区

域付近が周知の遺跡であることから、平成 2年 1月 18～ 19日 に遺跡の範囲確認のための試掘

調査を実施 したところ、工事予定区域内の北部と西部から江戸時代の遺物が確認されたこと

から、遺跡の保存についての協議を重ねた。その結果、保存については非常に困難であるこ

とから、発掘調査を実施 し、記録保存の措置をとることとした。

発掘調査は、延岡市土地開発公社の依頼を受け、延岡市教育委員会が平成 3年 6月 24日 ～

29日 にかけて実施 した。

調査の組織

調査主体  延岡市教育委員会

教  育  長  松坂 数男

社会教育課長  松島  崇

文 化 係 長  沖米田俊雄

庶 務 担 当  吉永 綾子

調  査  員  山田  聡

調 査 作 業 員  酒井 義穂、酒井 初枝、牧野 昭徳

資 料 整 理  甲斐 佳代、敷石サヨ子、高橋 京子

この他、延岡市下水道課、 (有 )北部観光開発のご協力を得ました。
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第 1図

周辺遺跡分布図
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1.差木野遺跡  2.和 田越古戦場跡  3,友 内山遺跡

4.大友宗麟陣跡  5.稲 葉崎町遺跡群  6.慈 福寺跡

7.菅原古墳   8.樫 山古墳群

▲……県指定延岡古墳群
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II遺跡の位置と環境

差木野遺跡は、宮崎県延岡市差木野町字差木野に所在する。

延岡市は宮崎県の北部に位置し、東は日向灘、西は遠方に速日峰の山々、南と北は延岡構

造線に伴う東西方向の山々が連なり、その中央部を東流する五ヶ瀬川下流の平野部に開けた

工業都市である。

遺跡周辺を流れる北川は大分県を源流とし、複雑に蛇行を繰り返 しながら南流 し、北川町

境を過ぎたあたりから次第に川幅を広 くしながら沖積地を形成 している。この流域には、河

口近 くの無鹿町、東海町、大武町にまたがる微高地及び丘陵先端部に組合せ式箱式石棺、竪

穴式石室など多様な内部主体をもつ県指定延岡古墳群が所在 している。

差木野遺跡は、宮崎県における考古学界の草分けである故石川恒太郎氏により初めて紹介

されている。その記録によると「昭和 18年 9月 の大洪水で北側の堤防が決壊 し、水田の上砂

が流出した折、おびただしい量の上器が洗い出され、区長の通報で現地調査をしたところ、

縄文土器、弥生土器が混在 して出上 し、遺物の中にみられた大型甕について甕棺である」と

されている。現在、遺物は県総合博物館に保管されているが、その殆どが弥生時代の上器で

あり、須玖式甕棺といわれる遺物は見当たらない。また、遺物の出土地点について河川改修

等により当時の状況を伺い知ることはできないため詳細は不明である。

差木野遺跡は北川右岸の国道10号線、日豊本線北延岡駅のす ぐ東にある東西約 0.7朝 、南

北約 1.7朝 に及ぶ広大な沖積平野 (差木野平野)の一角に所在 し、標高約 5奇、北川河口か

ら約 5珊を計る。現在、遺跡周辺は、昭和 6年頃に区画整理がなされ水田となっている。古

老の話によると、 「古い伝承として現在の川筋の約 200奇西側にも禅門川という川が流れて

いた」とあり、現在平野中央部は最も高位で微高地にあたり畑地になっていることから、あ

る時期には中州が形成され、平野西側に北川が流れていたことが推察され、遺跡周辺は複雑

に川の流路が変遷 していたものと思われる。さらに、遺跡周辺の北川の両岸には、川に向か

って小谷があり、湧水も豊富にみられることから、この平野一帯は相当規模の集落趾及び水

田趾の可能性が高いものと思われる。

[参考文献 ]

鳥居龍蔵

石川恒太郎

石川恒太郎

宮崎県史編纂室

『上代の日向延岡』 鳥居人類学研究所        1985年
「宮崎県の考古学」『郷土考古学叢書』 4吉川弘文館 昭和43年

『延岡市史』    国書刊行会           1981年
「資料編 考古 IJ『宮崎県史』           1989年
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Ⅲ 調 査 の 記 録

第 1ト レンチ

調査区域の北東部にあたり、現水田面の標高は約 4.9(万 を計る。 トレンチは北々西～東南
東方向で幅約 3術、長さ約 7術を設定 した。

土層断面では、地表下約 0.5旬 から黄褐色砂質土を検出し、下層はさらに砂質を帯び、多

量の湧水がみられた。この湧水によリトレンチの壁面が次々に崩壊することから、調査続行

が困難となり、これ以上の土層観察が不可能となった。

出上遺物 (第 7図 )

遺物は、いずれも表採資料で 2点確認された。

1は、肥前系磁器である。長頸瓶の破片で、外面には網目などがみられ、17世紀後半の所産

と思われる。 2は、肥前青磁の火入れで、日径 9.5享ン、器高 3.9享ンを計る。外面には箆彫り

が施されている。

第 2ト レンチ (第 3図 )

第 1ト レンチの北西約 4旬 にあたり、 1段水田面が高 くなり現水田面の標高は約 5.0(万を

計る。 トレンチは北々西～東南東方向で幅約 2術、長さ約10れを設定 した。
土層断面によると、 1～ 3層 は現水田層、西側にみられた 4層 は氾濫原と思われる礫混 じ

りの層が検出された。 5層 は、遺物包含層で肥前系磁器類が出上 している。 8層以下は、礫

が多 くみられることから、旧河道とみられる。

出土遺物 (第 7図 )

遺物は、 5層 から 1点確認された。

3は、肥前系磁器のくらわんか手碗である。日径 10.7アン、器高 4.8▼ンを計る。外面には、梅

と雪餅笹が描かれている。18世紀後半の所産と思われる。

第 3ト レンチ (第 4図 )

第 2ト レンチの北西約13前にあたり、北東から南西方向への潅漑用水路を挟んで段差があ

り、標高約 5.3旬 を計る。 トレンチは、水田 2面 に跨がる形で北々西～東南東方向で幅約 2

旬、長さ約 8術を設定 した。

土層観察では、 1～ 3層 は現水田層、 4層 は西側に礫がみられることなどから、第 1ト レ

ンチ第 4層 と同一層と思われ、 5層 についても土質から第 1ト レンチ第 5層 と同一層とみら

れる。 4～ 5層 は遺構とみられる堀り込みが確認され17～18世紀後半の遺物が出土 した。 8

層は礫が多 くみることができ、氾濫原もしくは旧河道の一部とみられる。
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1～ 3 現水田層
4 暗褐色粘質土
炭化物が多くみられる。客土と思われる。
5 明黄灰褐色粘質土
やや粘性があり、炭化物を含む。
遺物包含層。

第 5図 第 5ト レンチ南北土層断面図

1～ 3.現水田層
4 黄褐色粘質土
粘性がありやや固くしまる。
1～ 3ミリの小石を多く含有する。

5。 黄灰褐色粘質土

黄灰褐色粘土ブロックが多くみられ、
やや固くしまる。遺物包含層。
6 黄茶褐色砂質土
炭化物を多く含有し、サラサラしている。
土器の小片がみられる。湧水がみられる。

第 6図 第 6ト レンチ南北上層断面図

L.5.60rn

黄灰掲色砂質土

全体に砂質を帯び、下部ほど砂質を増す。
黄灰褐色粘質土
上層には、 5～ 10寧ンの礫層がみられ、下層は
粘質をおびている。遺物包含層。
礫層

約 5～ 15事ンの河原石がみられる。湧水層である。

L.5.20m

黄掃色砂質土

砂質を帯び、褐色粘土プロックがみられる。
明黄褐色粘土

粘性が高く、 2～ 8ミリの小石を多く含む。
下端には1～ 10▼ンの礫がみられる。
黄灰褐色粘質土
5に炭化物が含まれる。遺構に相当し遺物が
みられる。

2m
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出土遺物 (第 7図 )

遺物は、 4～ 5層 にかけて 3点確認された。

4は、肥前系磁器の瓶である。自磁の可能性があり高台径 68享ンを計る。 18世紀後半～幕末

期の所産と思われる。 5は、肥前染付の碗である。畳付から内側は露胎となる。体部外面に

は網目模様を描 く。17世紀中頃の所産と思われる。 6は肥前系磁器である。蛇の日高台をも

ち全面に施釉される。見込みには麒麟が描かれる。

第 4ト レンチ

第 3ト レンチの北西約 15術にあたり、標高約 5.3(ラ を計 る。 トレンチは第 1～ 3ト レンチ

のほぼ延長線上になるように、幅約 3術、長 さ約 6術にわたり設定 した。

上層観察によると、 1～ 3層 は現水田層、 4～ 5層 にかけては多 くの炭化物がみ られた。

8層 は砂礫層で湧水が多 くみ られ、その上端は第 2ト レンチの第 9層 (砂礫層 )と ほぼ同一

レベルであった。 この トレンチか ら遺物はみ られなかった。

第 5ト レンチ (第 5図 )

第 4ト レンチの西約 10旬 にあたり、標高約 5.4(ラ を計る。 トレンチは第 1～ 4ト レンチと

直行する方位で、幅約 1.5旬、長さ約 7術 にわたり設定 した。

土層観察では、 1～ 3層 は現水田層、 4層 は客上、 5層 は17世紀代の遺物が出上 した。 7

層上部は礫層がみられ、その中から弥生後期後半の遺物が出上 し、その状況から北川の氾濫

により埋没 したものであろうか。 8層 は砂礫層で、その上面は標高約 3.4(帰 を計り湧水がみ

られた。

出土遺物 (第 7,8図 )

遺物は 5層 (12)、 7層 (7～H)か ら 5点確認された。

7は、甕である。平底を有 し、底径約 2.8アンを計る。外面には叩きが施され、内面には刷毛

目調整と指ナデがみられる。 8は甕である。わずかに平底を有 し、内外面に刷毛目調整がみ

られ、内面の底部には指ナデが見受けられる。 9は甕である。日径20.5事
ンを計る。輪積みで

成形 し、内外面ともに刷毛目調整が施され、内面にはヘラ状の工具による叩きがみられる。

10は甕である、平底を有 し、底径 4.4ア
ンを計る。外面には粗い叩きがみられ、内面は刷毛目

調整後、ヘラナデを施 している。内面には炭の付着がみられる。Hは二重回縁壷である。外

面は入念に横刷毛目調整が施されている。国縁部の立ち上がりは内傾 しているのが僅かに見

受けられる。 12は備前焼の招鉢である。備前焼編年のⅥ期にあたるものであろう。
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第 6ト レンチ (第 6図 )

第 4ト レンチの南 々西約27旬 にあたり、標高約 5術を計る。 トレンチは、調査対象地西側

にある谷に向かう線上付近で、第 4ト レンチに直行するよう、幅約 4奇、長さ約 8旬 にわた

り設定 した。

土層観察では、 1～ 3層 は現水田層、 5層 か ら14～ 15世紀の遺物がみ られた。炭化物を多

く含む落ち込みは 4層 と 7層 に掘 り込むように検出され、何かの遺構 と思われる。 8層 の下

は礫層がみ られ、旧河道 とみ られる。

出土遺物 (第 9図 )

遺物は、表採資料 1点、 5層 か ら 1点み られた。

16は 、中国製の天 目茶碗である。高台径 4.1子
ンを計る。黒色で光沢の強い釉がたっぷ りと施

されている。 14～ 15世紀の所産と考え られる。17は土錘である。幅 0。 9ア
ン、長さ 3.7芋

ンを計

る。

第 7ト レンチ (第 12図 )

第 6ト レンチの南東約 15前の地点にあたり、標高約 5術を計る。 トレンチは、第 6ト レン

チの延長線上になるように設定 し、当初幅 2術、長さ 5前であったが、 5～ 7層遺物が多 く

み られたこ・とか ら範囲を拡大 し、幅約 4(ラ、長さ約12旬 にな った。

土層観察では、 1～ 3層 は現水田層、 6層 か ら江戸時代の陶磁器が多数出上 した。 7層 か

らは、遺構 と思われる落ち込みが確認されたことか ら北側に調査範囲を拡大 したところ、 ト

レンチ部分 (南側 )は不明であったが、残存状況か らその規模は約 4(ラ四方になるものと推

定された。 さらに、床面付近にみ られた第 9層 のプラン トオパール分析結果によると、今回

の調査で唯一水田址の存在を示す数値が検出された。また、プラン トオパール分析サ ンプ リ

ング地点か ら南へ約 1.5(房のところでは弥生後期後半～終末の遺物が出上 した。

出土遺物 (第 9～ 11図 )

遺物は、 5～ 7層 にかけて13点 み られた。

13は壺である。内外面ともに崇1落がはげ しく調整等は不明である。外面胴部には炭の付着が

みられる。14は 、瓶 もしくは水差 しと思われる。底部にはつまみ状の足が 3個 ついている。

15は肥前陶器の碗である。全面に施釉が施され、畳付のみ露胎となる。 17世紀後半～ 18世紀

前半の所産 と思われる。18は 肥前染付である。蛇の目凹形高台をもち、全面に施釉後、畳付

の釉をかき取 る。高台内側には、タガネで 「八十九」と書かれている。 18世紀後半の所産 と

みられる。19～ 21は関西系陶器の小碗である。 19は 白色釉をかけた後、国縁部に緑袖が施 さ

れている。 18世紀後半～ 19世紀前半の所産とみ られる。22は肥前系磁器である。全面に施釉

され、畳付のみ露胎 となる。外面には、岩に草花が描かれ、見込みにも模様がみ られる。 18

20年～幕末期の所産 と思われる。23～ 25、 27は肥前系磁器で、いずれ も広東形の碗である。
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23～24は畳付のみ露胎となる。いずれも外面に竹の葉を描き、24は見込みにも文様がみられ

る。25は、高台径 6事ン、器高 6.8▼ンを計る。見込みを残 して全面に施釉後、見込みにやや厚

めに施釉 し、畳付のみ露胎となる。外面には岩に波の文様が描かれている。26は肥前系磁器

の小碗である。畳付のみ露胎となり、見込みには「瓦」の文字が描かれている。27は肥前系

磁器である。高台径 6アンを計り、外面は唐草文様を描 く。

第 8ト レンチ (第 13図 )

第 7ト レンチの南東約 6奇にあたり、 1段水田面が低 くなることか ら標高は約 4.9く帰を計

る。 トレンチは第 7ト レンチと平行するように、幅約 1術、長さ約 3術を設定 した。

上層観察では、 1～ 2層 は現水田層、 9層 か らまとまって遺物がみ られたが、明確な遺構

は確認 されなかった。

出土遺物 (第 14図 )

遺物は、いずれ も 9層 か ら出土 した。

28は 、高堺の脚部である。透 しは 3ヵ 所み られ、外面は入念なヘラ磨 きが施 されている。接

合部に成形については、断面観察ができないため詳細は不明である。29は台付鉢である。日

径 16.2享
ン、器高 9,5享

ンを計 る。高台は底部に粘土紐を巻 くように取 り付けている。内外面と

もにヘラナデ調整が施されている。30は甕である。日径 18,7アン、器高 28.2事ンを計る。内面は

ヘラナデ調整、外面は回縁部にヘラ横ナデ、頚部か らは全面に叩きが施され、一部底部には

ヘラナデがみ られる。31は台付鉢である。口径 9.5享ン、器高 7.1享
ンを計る。外面には入まな

ヘラ磨 きが施されている。32は壺である。僅かに平底を有 し、底径 1.6享ンを計る。

第 9ト レンチ

第 8ト レンチの東約 12術 にあたり、標高約 4.5(形 を計る。 トレンチは第 7ト レンチに平行
するように幅約 1術、長さ約 4術を設定 した。

上層観察では、地表下約 1.5(ラ付近まで客土とみられる黄白色粘土混 じりの層があり、そ

の下層は砂層が堆積 していた。遺物はみられなかった。

第 10ト レンチ

第 5ト レンチの北約10術にあたり、標高約 5.4(ラ を計る。 トレンチは第 5ト レンチに平行
するように幅約 1前、長さ約 3(ラを設定 した。ここでは、第 5ト レンチ 7層でみられた礫層

の存在についての確認を行ったが、該当する土層はみられなかった。

第Hト レンチ
第 7ト レンチの西約 17術 にあたり、標高約 4.2(万 を計る。

土層断面では、水田層直下 (約 30ア
ン)か ら砂礫層が続 き、多量の湧水がみ られたことか ら

旧河道と思われる。
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4.青灰褐色粘質土
やや粘性があり、下部にかけて粘性が高く、
褐色を帯びる。
5 明青灰茶褐色粘土
固くしまり、 1～ 3まンの小石を含む。
遺物包含層。
6 明黄灰褐色粘質土
やや粘性があり、炭化物を含む。
遺物包含層。

第12図 第 7ト レンチ南北土層断面図
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黄褐色粘土

粘性が高く、 1～ 5ミリの小石を多く含有
する。遺物包含層。
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ンル ト質でやや粘性がある。

暗茶褐色粘質土
シル ト質でグライ化がみられる。

砂礫 (約 50まつ

約0,5～ 10事ンの砂礫で構成される。湧水層で

ある。その下層は茶褐色砂上で、湧水量が

多いため、もろく崩れやすい。

1～ 3 現水田層
4 青灰褐色粘質土
やや粘性があり、下部にかけて粘性大。

5 青灰茶褐色粘質土
粘性があり、 1～ 3ミリの小石を含む。

6.黄灰褐色粘質土
やや粘性があり、炭化物を含む。

7 黄灰褐色粘土
1～ 5ミリの小石を多く含有し、非常に固く
しまる。

8 黄褐色砂質土
砂質を帯びサラサラしている。
9 黄褐色粘質土
粘性があり、 1～ 5ミ リの小石を含有する。
遺物包含層。
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Ⅳ 小 結

今回は、調査期間が制約され、水田の潅漑や梅雨時期とも重なり湧水に悩まされながらの

調査であった。また、 トレンチの上層確認による調査であったため、面的な把握という視点

での十分な成果を得 られなかった。 しかし、これら悪条件下の調査における、いくつかの成

果について次のことをあげられよう。

弥生時代後期後半～終末期

今回出土 した甕、と、鉢、高界の中に、平底を有 し、外面に叩きを施す甕がみられるが、

成形技法のバ リエーションの一つとも考えられることから、現時点では大まかにこの時期に

比定 しよう。また、この時期に近い野田町八田遺跡、今井野遺跡、中尾原遺跡、山口遺跡出

上の遺物との詳細な分類について今後検討を加える必要があろう。

プラントオパール分析で水田址の存在が確認されたことについて、隣接 し同レベルで出上

した遺物からの判断のみでよいかという問題点はあるが、もしそうだとすれば特筆すべきこ

とである。今後、周辺区域の調査によって水田面の全体像を把握することにより、時代の特

定をする必要があろう。

室町時代

輸入品の天目茶碗 1点のみであったが、ローリングがみられないことから、周辺に遺構の

存在が推定されよう。

江戸時代

今回の調査で最 も多い資料が得られた。その殆どが全国的にみられる肥前系磁器の雑器類

で、遺物量から付近には生活遺構の存在が推定されよう。また、これまで市内における江戸

時代の資料は林遺跡で確認されたのみであったことから、今後近世の生活様相を知るうえで、

良好な資料を提供 したと言えよう。
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図版 1

(1)遺跡の遠景 (東から)

修)遺 跡の遠景 (西から)
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図版 2

(5)プラントオ′i―ル土壌サガリン

'状

況

(7)遺物出土状況 (第 8ト レンチ )13)土層断面 (第 5ト レンチ )

(1)表上剥ぎ風景

(2)土 層断面精査状況 (第 7ト レンチ ) (6)調査風景 (第 8ト レンチ)

13)遺物出土状況 (第 7ト レンチ )(4)土 層断面 (第 3ト レンチ )
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図版 3
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プラント・オパール分析調査報告書

―延岡市、差木野遺跡―

古 環 境 研 究 所

〒331埼玉県大宮市土屋1795-24



延岡市、差木野遺跡におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

1. 1ま じblこ

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、差木野遺跡における稲作跡の探査を試み

たものである。

2.試  料

1991年 6月 25日 ～26日 に現地調査を行った。調査地点は、 No.2, No.3, No.6, No.

7, No.8, No.9, No.10の 7地点である (図 1)。 土層断面の観察の結果、調査区のほ

ぼ全域で洪水堆積物と思われる砂層や砂 レキ層が多く見られ、土層は比較的不安定であった。

したがって、基本層序の設定は困難であり、層名は各地点において層相の変化ごとに付けた

番号で示 した。

試料は、容量50証の採土管およびポリ袋等を用いて、各層ごとに 5～ 10cm間 隔で採取 した。

試料数は計70点である。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」

をもとに、次の手順で行った。

(1)試料土の絶乾(105℃・駆時間),仮 比重測定

(2)試料土約 lgを枠量、ガラスビーズ添加 (直径約40 μ m,約 0.02g)

※電子分析天枠により 1万分の lgの 精度で秤量

偲)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300‖ 。42KHz・ 10分間 )

低)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

0 封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラー ト作成

憚)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略

す)をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が 300

以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgあ たり

のガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、

試料 lg中のプラント・ オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾

重,単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l onあ たりの植物体生産量を算出した。換算
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係数は、イネは赤米, ヨシ属はヨシ, タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞ

れ2.94(種 実重は1.03),6.31,0.48で ある (杉山 。藤原,1987)。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1お よび図 2,図 3に示す。なお、稲作跡の検証およ

び探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ, ヨシ属, タケ亜科, ウシクサ族 (ス

スキやチガヤなどが含まれる),キ ビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定 し
た。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5。 考 察

水田跡 (稲 作跡)の検証や探査を行 う場合、一般にイネのプラン ト・ オパールが試料 lg

あたりおよそ 5,000個 以上 と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能

性が高いと判断 している。また、その層にプラン ト・オパール密度の ピークが認め られれば、

上層か ら後代の ものが混入 した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能

性はより確実な ものとなる。以上の判断基準にもとづいて、各地点 ごとに稲作の可能性につ

いて検討を行 った。

Nα 2,Nα 3,Nα 6地点では、現表土か らおよそ 200cn深 までの上層について分析を行 った。

その結果、イネのプラン ト・オパールが検出されたのは、いずれ も地表面か ら約40on深 以内

とかなり浅い範囲の上層に限 られた。調査区の現況は水田地帯であることか ら、ここで検出

されたプラント・オパールは比較的最近の水田耕作に由来するものと考え られる。 40(Ⅷ 深よ

り下層ではイネのプラン ト・オパールはまった く検出されず、他の分類群 もほとんど見られ

なかった。また、これ らの上層はいずれ も砂層 もしくは砂質 シル ト層であり、ラ ミナが見 ら

れる層 も認められた。以上のことか ら、これ らの上層は洪水 (氾濫)に よる堆積物である可

能性が高いと考え られる。

Nα 7地点では、現表上 (1層 )か ら 250側深の12層 までについて分析を行った。その結果、

1層 か ら約 140cm深 の 9層 までの各層でイネのプラント・オパールが検出された。 この うち、

9層 (暗褐色粘質 シル ト層 )で はプラン ト・ オパール密度が 7,800個 /gと かなり高い値で

あり、明瞭な ピークが認め られた。 したが って、同層で稲作が行われていた可能性は高いと

考え られる。なお、同層か らは弥生後期後半とされる土器が多数検出されている。また、 1

層, 3層～ 5層 および 8層 で も、密度が 5,000個 /g前 後と高い値であることから、稲作が

行われていた可能性は高いと考え られる。その他の層では、密度が 900～ 2,600個 /gと 比

較的低い値であることか ら、稲作の可能性は考え られるものの、上層 もしくは他所か らの混

入の危険性 も否定できない。10層 (レ キ混層 )以下の層ではイネのプラン ト・オパールはま

った く検出されなかった。以上のことか ら、同地点では 9層 の時期 (弥生後期後半 )に は稲
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作が開始され、その後 もおおむね継続 して行われて現在に至ったものと推定される。

Nα 8,Nα 9,Nα 10地点では、約 200伽深前後において砂 レキ層の厚い堆積がみられた。こ

こでは、同層直下の粘質シル ト層について分析を行ったが、いずれの試料からもイネのプラ

ント・オパールはまったく検出されなかった。

6.ま とめ

以上のことから、同遺跡では少なくとも弥生後期後半には稲作が行われていたものと推定

される。なお、同調査区で古代水田層の可能性が認められたのはNα 7地点に限られた。この

ことの原因として、度重なる洪水によって Nα 7地点を除く地点の水田層が流出したことが考

えられる。このため、氾濫原の周辺域などでは、当時の水田跡が良好な状態で埋蔵されてい

る可能性 も十分に考えられる。今後、調査範囲を拡大するなどさらに詳 しい調査が必要と思

われる。
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表 1 プラン ト・ オパール分析結果

延岡、差木野遺跡

No.21い黒

試料名 イ ネ  (籾総量)
個′g   t/10a

ヨシ届  タケ亜科  ウシクサ族
個/g     個/g      個/g

重仮厚

ｍ

歳
層
Ｃ

さ

ｍ

深

ｏ

キビ族
個/g

1

2

3
4-1
4-2
4-3
5
6-1
6-2
6-3
6-4
7-1
7-2

No.3地点

試料名

1.20
1.20
1.30
1.30
1.30
1,30
1.30
1.30
1.30
1.30
1.30
1.30
1.30

仮

'ヒ

重

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

ウシクサ族
個/g

0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

キピ族
個 /[

０

‐２

・７

４０

５７

７４

９０

０８

２４

３９

５４

７０

８０

イ ネ  (籾総量)
佃/8   t/10a

0    9,300
700   12,000
800   11,400
0    3,200
0    7,600
0    1,400
0      700
0    1,600
0      900
0    1,400
0      700
0      700
0      800

タケ亜科
個/g靭随

さ

ｍ

深

ｃ

層厚

3
4
5-1
5-2
6-1
6-2
6-3
7-1
7-2
8

No.6地点

試料名

4,600   11.74
700    0.93
0    0.00
0    0.00
0    0,00
0    0,00
0    0,00
0    0.00
0    0.00
0       -

イ ネ  (籾総量 )
個/8    t/10a

0   10,800
0    5,400
0      700
0    2,300
0      800
0      900
0         0
0          0
0          0
0           0

０

０

０

９

８

８

７

０

５

０

　

　

　

さ

ｍ

２
４
５
６
８
‐０
‐２
・４
‐５
・７
　
　
　
深

ｃ

20
10
19
19
20
19
13
15
15

層厚
Cm
仮比重

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

科

ｇ
州
Ｖ
タ

朝随
ウシクサ族   キピ族
個/g     個/g

1

2
3
4-1
4-2
4-3
5-1
5-2
5-3
6
7-1
7-2
7-3
7-4
8
9-1
9-2
9-3

1.20
1.20
1,30
1.30
1,30
1.30
1,30
1.30
1.30
1.30
1.30
1.30
1.30
1,30
1,35
1.30
1.30
1.30

8,900
4,900
1,800
3,800
0

900
0
0
700
0
0

1,800
0
900
0

3,600
2,900
0

0
0
0
0
0
900
0
700
2,100
900
700
0
0
0
0

1,800
0
0

２

２

３

５

６

８

９

０

２

３

４

５

６

８

１

２

４

5,900   14.42
8,900    5.46
1,800    2,37
900    1.70
0    0.00
0    0,00
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0       -

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

0

0

0

0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0

0
0
0

0
0
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No.71い急

試料名 鋤
Ｏａ

腑
醜

重仮厚

ｍ

層

ｃ

さ

ｍ

深

ｃ

イ ネ
相ノg

ヨシ届  タケ亜科  ウシクサ族  キビ族
個/g     個/g      個/8     個/g

１

２

３

４

４

5-1
5-2
5-3
6-1
6-2
6-3
7
8
9-1
9-2
10-1
10-2
12-1
12-2
12-3

No.8封い黒

試料名 深さ 層厚
cm   cm

4,900   11.95
1,800    1.08
5,600    7.42
4,700    7.66
2,900    4,19
4,600    7.29
4,500    7.17
4,100    7.10
1,900    2.72
900    1.25
21600    3.40
900    0,99
4,800    2.07
800    0,74
7,800    7.23
0    0,00
0    0.00
0    0,00
0    0,00
0      -

イ ネ  (籾総量 )
個/g    t/10a

0    4,900
0    4,600
0    6,500
0    7,600
0    6,900
0    8,400
900    6,300
0    4,900
0    6,990
0    9,000
800    8,000
0      900
0    1,900
0    2,500
0    5,800
0          0
0         0
0      900
0      800
0    2,900

ヨシ属  タケ亜科
福 /[     個 /g

0

20
25
35
47
58
70
82
95
106
117
127
135
138
144
150
165
220
235
250

２０
２０
３０
３４
３０

３０
３０
３０
３０
３０
３０
４０
４０
弱
５０
４０
４０
２０
２２
２０

0
0
0
0

2,900
2,300
2,700
0
0
0

1,700
900
0

1,700
2,900
1,000
0
0

1,700
2,900

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

仮比重 ウシクサ族   キビ族
個′g     個/g

1       220
2-1     235
2-2     250

No.9地点

試料名   深さ
Cm

イ ネ  (籾総量)
佃/=    t/10a

0    1,800        0        0
0        0      800        0
0        0    3,600        0

層厚
Cm
仮比重 ヨシ属  タケ亜科  ウシクサ族   キピ族

個/g   個/g   個/[   個/と

1

2-1
2-2
3-1
3-2

No.1 0HL点

試料名

270   15
285   13
298   12
310  15
325    -

深さ 層厚
cm   cm

0    0.00
0    0.00
0    0,00
0    0.00
0      -

イ ネ  (籾総量 )
佃/g    t/10a

0    2,600
0    3,900
0    1,700
800      800
0           0

ヨシ属  タケ亜科
幅 /[     個 /[

ウシクサ族   キビ族
個′g     個/g

1.20
1,20
1.20
1.20
1.20

仮比重

800
2,300
0

3,500
0

0
0
0
0
0

1,20
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差本野遺跡から検出されたプラント`オ ブヽ―ルの顕微鏡写真

分 類  群 地 点 試料名 倍 率

イネ

イネ

イネ

ヨシ届

タケ亜科

不明

血 7

血 7

配 7

醜 7

血 7

血 7

400

400

400

400

400

400

，
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一

４

８

９

７

５

２
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No.2 万 個 /1
1        2

No.6 万 TLrH/g
1      2

図 2 イネのプラン ト・
(注 ) <印 は 100側のスケール、

No,3       万 4t4/E
0     1     2

万 個 /ェ

1        2

オパールの検出状況

・印は分析試料の採取箇所
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No.8 万 個 /g
1        2

万 個 /g
1      2

No.9 万 個 /g
1        2

】
‐
‥
１
１
‥

No,10
0

陶 ヨ
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延 阿、差木 野  No.2地 点
108642

植物 体 生産 量
4     6

t/10aocm
8     1o

ロ ヨシ  ロ タケ亜科 ロ イ ネ  ■ イ ネモ ミ

延 岡、差木 野  No,3地 点
108642

土 層 植物 体 生産 量  t/10a・ cm
24681o

ロ ヨ シ  国 タケ亜 科 ロ イ ネ  ■ イ ネモ ミ

図 3 おもな植物の推定生産量と変遷

(注 ) <印 は 100硼のスケール
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延 岡 、差 木 野

lo    8     6
No.6地 点
4      2

植物 休 生産 量 t/10aocm
8    10

ロ
ヨ シ  囲 タケ 亜科 ロ イ ネ  ■ イ ネモ ミ

4      6

延 岡 、差木 野  No.7地 点
108642

植物 体生産 量  t/10a・ cm
246810

ロ
ヨ シ  囲 タケ亜 科 ロ イ ネ  ■ イ ネ モ ミ
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延 岡 、差ホ 野  No.8地 点     土 層    植物 体 生 産 量  t/10a・ cm
10   8    6    4    2    0    0    2    4    6    8    10

ロ ヨシ 踵〕タケ亜科 ロ イネ  ■ イネモ ミ

延 岡 、差木 野  No,9地 点
108642

土 層
0      0

植物 体 生産 量  t/10atcn
246810

Ⅲ
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延 阿、差 木 野  No.10地 点    上 層    植 物 体 生産 量  t/10a・ cm
10864200246810

Lと¬
国 ヨシ 躙 タケ亜科 ロ イネ  ■ イネモ ミ
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